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Ⅰ．会社の現況に関する事項 

１．事業の経過および成果 

「２０２４-２０２６年度 中期経営計画」の初年度に当たる２０２４年度、株式会社ＮＨ

Ｋエンタープライズ（ＮＥＰ）は、計画で掲げた５つの重点項目を柱に、定時や特集の数多

くの番組やイベント・デジタルコンテンツの制作、ライセンスの許諾、映像ソフトの販売な

ど、様々な分野で積極的な取り組みを続けました。前年の受信料値下げとＢＳ波削減を受け

ＮＨＫ委託が減少する中でも、魅力的な新番組の開発を進め、番組を展開したイベントやサ

ービスを全国で行うなど、部門の連携を深めて事業の強化に努めました。 

当期の売上高は６１８億５千８百万円、営業利益は３６億３千４百万円、経常利益は３７

億２千７百万円、当期純利益は２５億９千６百万円。いずれも目標とする事業計画を達成す

ることができました。過去２番目の売上だった前年度に比べると、ＮＨＫ番組制作の減など

により減収とはなりましたが、固定費の削減や効率的な番組制作などに努めた結果、前年度

比で増益とすることができました。 

ＮＨＫ関連業務では、幅広い世代に向けて多彩な番組を制作。看板番組の「チコちゃんに

叱られる！」や「映像の世紀バタフライエフェクト」などに加えて、新番組では、ＮＨＫの

過去の名作を見直しそのメッセージを読み解く「時をかけるテレビ～今こそ見たい！この１

本～」や「新プロジェクトＸ～挑戦者たち～」などを制作し、好評を博しました。ドラマで

は、「燕は戻ってこない」「宙わたる教室」「東京サラダボウル」など話題を呼び高い評価も

得た作品を手がけたほか、世界配信で大ヒットした国際霊柩送棺士たちの物語「エンジェル

フライト」がＢＳで放送されました。また特集では、ＮＨＫスペシャルの「“一億特攻”へ

の道 ～隊員 4000 人 生と死の記録～」や「ディープオーシャン 幻のシーラカンス王国」

といった、長期の綿密な取材に基づくＮＨＫならではの上質な番組を制作しました。２０２

５年の「放送１００年」に向けては、貴重な過去の映像資産を活用した「みんなのベスト紅

白」や「伝説のコンサート」シリーズなど、過去の映像を４Ｋ画質に変換するＮＥＰビデオ

レストアサービスも活用した番組を制作して、大きな反響を得ることができました。 

番組と連動した事業では、大河ドラマ「光る君へ」「べらぼう」や連続テレビ小説「おむ

すび」「あんぱん」を中心に番組と連動したトークショー、パブリックビューイングなど各

種の関連イベントを自治体とも協力して各地で開催し、多くの参加者を集めて地域の振興に

も資する取り組みを行いました。 
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その他のイベントでは、大分県での「全国豊かな海づくり大会」や、岐阜県での「国民文

化祭」「全国障害者芸術文化祭」、東京デフリンピックの１年前イベントなど、公共性や社会

貢献度の高い事業に精力的に取り組みました。 

 ＮＨＫ委託の減少を受けて力を入れている展開事業では、長年テレビアニメを制作してき

た作品の映画版として手がけた「劇場版 忍たま乱太郎 ドクタケ忍者隊 最強の軍師」が観

客 200万人を超える大ヒットとなりました。この影響で、テレビアニメ旧作の配信や自主事

業で行っているミュージカル「忍たま乱太郎」など、様々なコンテンツの人気も高まり、こ

れまで以上に多くの人に「忍たま」の魅力をお届けすることができました。 

次期２０２５年度も、展開の起点となるＮＨＫを代表する番組の開発や、アニメ、ドラマ、

ライブエンターテインメントやイベントなどの分野で、強い訴求力を持つコンテンツを生み

出す試みを全社を挙げて進めていきます。展開に関しては、部門を超えた協働を進め、多様

な施策を開発・実行することで、ＮＨＫブランドの魅力を広く国内外に発信して、副次収入

などによるＮＨＫへの財政貢献をしっかりと果たしていきます。経営理念「Ｅｎｔｅｒｐｒ

ｉｓｅｓ ｆｏｒ Ａｌｌ！ 冒険、創造、貢献。社会のために、すべての人のために！」の

もと、真のコンテンツ総合企業としてＮＨＫに貢献し、社会に多様な価値を提供する取り組

みを、全社一丸となって推進していきます。 

 

２．事業の分野別の概況 

（１）＜放送番組制作＞ 

２０２４年度は、前年に始まった受信料の値下げやＢＳ波削減の影響でＮＨＫ委託が減る

中でも、多くの視聴者に訴求できる上質で見応えのある多様な番組の開発と制作に取り組み

ました。ドラマやドキュメンタリー、アニメやエンターテインメントなどＮＨＫのテレビや

ラジオを合わせて年間で１９，５４９本の番組を制作。売上高は３８２億３千２百万円でし

た。 

 番組コンクール関係では、「ミラドール 絶景を聴く」がＡＢＵ（アジア太平洋放送連合）

賞とＡＡＡ賞（アジア・アカデミー・クリエイティブ・アワード）、「ＮＨＫスペシャル 関

東大震災」がベネチア国際テレビ賞最優秀賞とニューヨーク・フェスティバル大賞、「ＮＨ

Ｋスペシャル シリーズ“宗教２世” 神の子はつぶやく」が放送文化基金賞最優秀賞、「連

続ドラマＷ フェンス」がギャラクシー賞大賞、「新・爆走風塵 中国・トラックドライバ

ー 生き残りを賭けて」がＡＴＰ賞テレビグランプリ最優秀賞、「デフ・ヴォイス 法廷の

手話通訳士」が東京ドラマアウォードグランプリ、「せーの！で編集してみたら」がＡＴＰ
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上方番組大賞グランプリと優秀賞、「ディープオーシャンⅡ アッテンボローのディープオ

ーシャン紅海 神秘の魔境」がルミエール・ジャパン・アワードグランプリと数々の賞を受

賞。また「ＮＨＫスペシャル “一億特攻”への道 〜隊員 4000人 生と死の記録」のディレ

クター大島隆之が１５年にわたる特攻取材の到達点を示したとして、芸術選奨文部科学大臣

賞新人賞を受賞し、番組自体も上期ギャラクシー賞に入賞しました。この他にも多くの国内

外のコンクールで受賞し、制作力の高さを示しました。 

 

制作企画部 

制作４センターの調整役として、事業提案のとりまとめや委嘱業務審査会の事務局業務や

外部リソース調整業務や番組の音効効果業務を行いました。デジタルシフトプロジェクトで

様々な番組のＳＮＳ展開にも取り組みました。 

 

社会文化部 

ＮＨＫらしさを追求した質の高いコンテンツの制作を行いました。総合テレビで放送した

ＮＨＫスペシャル「山口一郎 “うつ”と生きる～サカナクション 復活への日々」では、う

つ病を抱え再起を期すアーティスト・山口一郎さんの姿をつぶさに記録しました。また「“一

億特攻”への道 〜隊員 4000人 生と死の記録〜」では、15年に及ぶ取材で特攻隊員約 4000

人の本籍地や経歴を徹底調査。隊員たちの心情も描きながら、”一億特攻”の真相に迫りま

した。この番組は、第 62 回ギャラクシー賞上期入賞（テレビ部門）に決定したほか、ディ

レクターは芸術選奨文部科学大臣賞新人賞を受賞しました。ドラマ「むこう岸」では、児童

文学者協会賞を受賞した原作を映像化。優等生から落ちこぼれに転落してしまった少年がヤ

ングケアラーの少女との交流を通じ、再び未来に希望を見出す物語を描き、貧困ジャーナリ

ズム特別賞を受賞しました。開発番組「熱談プレイバック」は、偉業を成し遂げた人物や、

世間を騒がせた衝撃の出来事を講談師の魂を揺さぶる話芸と貴重なアーカイブス映像を融

合させた、新しいエンターテインメント番組として反響を呼びました。このほか、定時番組

「チコちゃんに叱られる！」「有吉のお金発見 突撃！カネオくん」「所さん！事件ですよ」

「映像の世紀バタフライエフェクト」「時をかけるテレビ」「午後 LIVE ニュースーン」など

を制作。Ｅテレでは「世界サブカルチャー史 欲望の系譜」「ギョギョッとサカナ★スター」

「美輪明宏 愛のモヤモヤ相談室」「ウチのどうぶつえん」「小雪と発酵おばあちゃん」のほ

か、ＥＴＶ特集「巌とひで子 〜袴田事件 58年後の無罪〜」「生誕 100年 映画監督 岡本喜

八が遺(のこ)したもの」、ＢＳでは「球辞苑」「COOL JAPAN」～発掘！かっこいいニッポン」 

ＢＳスペシャル「境界の抵抗者たち 〜ミャンマーを追われた映像作家の記録〜」「50 年目
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の悪夢 大虐殺 加害者たちのカンボジア」、特集番組「AIで謎に迫る！ナスカの地上絵」や

「第 97 回 アカデミー賞 受賞式」「生中継！べらぼう 江戸の桜絵巻」などの大型中継も

手がけました。ＢＳプレミアム４Ｋでは「世界ふれあい街歩き」「体感！グレートネーチャ

ー」「英雄たちの選択」「新日本風土記」、またＮＨＫワールドでは｢DESIGN×Stories」、「Trails 

to Oishii Tokyo」などを制作しました。 

また、東京国立博物館で開催された「新 JAPONISM」をテーマにしたイマーシブ展覧会の展

示映像を制作したほか、東京都のパラスポーツ普及啓発事業「TEAM BEYOND」のイベントの

企画・運営や配信動画の制作、「NTT R&Dフォーラム」の展示映像の設計・制作や基調講演の

演出・動画配信など、大型映像から配信動画まで多岐に渡る映像表現に取り組んでいます。 

 

自然科学部 

長年にわたって培ってきた海外とのネットワークを駆使して、ＮＨＫスペシャル「ディー

プオーシャン・シーラカンス」、「プラネットアースⅢ」、国際国内共同制作「Mighty Monkey」

などの大型自然番組を制作。３つの人気定時番組、総合テレビ「ダーウィンが来た！」「さ

わやか自然百景」ＢＳ「ワイルドライフ」では、自然の尽きせぬ魅力を引き続きお茶の間に

届けました。また、ＢＳ「ジオ・ジャパン絶景１００の旅」（５本）「絶景！ヨーロッパの山

小屋」（３本）は昨年度から続く特集番組で、新たな視聴者層の獲得に貢献することができ

ました。 

自主事業としては、２０２７年に横浜で開催される国際園芸博覧会の実施設計や、北海道

大学の産学共同プロジェクトとして大阪・関西万博の展示映像の制作を手がけました。また

那須どうぶつ王国で実施した「ダーウィンが来た！」のミニコーナー「マヌールのゆうべ」

のコラボイベントや沖縄のやんばる世界遺産センターの映像制作など新たな取り組みも始

めました。加えて、フライングシアターやジャイアントスクリーンなどでの新たな映像事業

に挑戦する準備として、特殊機材を駆使して日本の自然を８Ｋで撮影したり、最新の３Ｄ技

術の検証を進めました。 

 

地域部 

７つの地域支社と連携して、番組やイベントを通じて全国各地の魅力を伝えました。主な

番組としては総合「うまいッ！」「あさイチ 愛でたい nippon & いまオシライブ」「午後 LIVE

ニュース―ン  おまかせ中継」、ＢＳ・ＢＳＰ４Ｋ「釣りびと万歳」、国際「Train Cruise」

などを各支社との協力で制作。また災害が頻発する中、総合「明日をまもるナビ」では広島

局･鳥取局･名古屋局･神戸局で公開収録を実施。地元で起きた災害の教訓をあらためて伝え
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ました。他にも総合「ひるまえほっと」、ＢＳ・ＢＳＰ４Ｋ「にっぽん縦断こころ旅」「離島

で発見！ラストファミリー」、国際「Spiritual Explorers」では、各地で暮らしや伝統を守

って奮闘する人々を紹介したり、ＢＳ・国際「大相撲どすこい研」、ＢＳ「Ｊリーグと私」

など地域を舞台にしたスポーツ番組も制作しました。また放送１００年関連特番として、視

聴者の記憶に深く刻まれたアーカイブス映像をお届けする、総合「あなたの思い出 探しま

す」を制作。加えて２０２５年が太平洋戦争終結８０年、ベトナム戦争終結５０年の節目の

年であることから、ＮＨＫコスモメディアアメリカ（ＮＣＭＡ）と連携してＢＳ・国際「ヒ

ロシマで生まれベトナムで戦った私」を制作しました。 

自主事業では四国村ミウゼアムや放送サービス高度化推進協会から映像制作を受託。また

大河ドラマ「べらぼう」の舞台となる東京都台東区で初回放送のパブリックビューイングと

トークショーを実施したり、連続テレビ小説「あんぱん」の舞台の高知県南国市から企画展

やトークショーを受託するなど、ＮＨＫのＩＰの展開にも積極的に取り組んでいます。 

 

国際部 

国際放送では「Direct Talk」「Global Agenda」など世界情勢を著名人のインタビューや

ディベートで掘り下げる番組や、「Anime Manga Explosion」「Ethical Every Day」「Yokai」

「Culture Crossroads」など日本の社会文化について世界に発信する番組を多数制作しまし

た。国内放送では「ＢＳスペシャル 人新世の地球に生きる ～経済思想家・斎藤幸平 脱

成長への葛藤～」「空旅中国 西太后の逃亡」「ＢＳスペシャル“緊迫の現場”で何が ～ア

メリカ大統領選挙・市民の闘い～」「デジタル・アイ 暗黒船を追え」「国境地帯から見たミ

ャンマー 〜“忘れられた戦場”の 4 年〜」など、世界の今を伝えるドキュメンタリーや紀

行番組を制作。また「ＷＲＣ世界ラリー選手権」を１年に渡ってシリーズで放送したほか、

ブレイキンやクライミングなどのアーバンスポーツの世界大会についても紹介しました。 

２０２４年度もいくつかの国際的な賞を受賞。「ミラドール 絶景を聴く」がＡＢＵ（ア

ジア太平洋放送連合）賞およびＡＡＡ賞（アジア・アカデミー・クリエイティブ・アワード）

に、「ＮＨＫスペシャル わが子を手放した日 中国“一人っ子政策”のその後」がニュー

ヨーク・フェスティバルのドキュメンタリー部門で銀賞に選ばれました。 

番組制作支援業務としては、海外現地法人のＮＨＫコスモメディアアメリカ（ＮＣＭＡ）

に、大谷翔平選手など日本人選手が活躍するＭＬＢの中継やＢＳ・国際の定時と特集の番組

制作を委託してきました。またアメリカ・ニューヨークのスタジオからの国際「ＮＥＷＳＬ

ＩＮＥ」の制作・送出業務やスタジオ運用管理業務も委託。現地にＮＣＭＡという拠点を持

つ強みを生かし、幅広くＮＨＫの番組制作を支えました。さらにタイにおいても、当社が出
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資する Nippon Production Service（ＮＰＳ）を通じて、国際放送の取材・制作支援や現地

向けＮＨＫ番組販売などの分野で業務を推進しました。 

ドラマ部 

総合テレビでは、多数のドラマを制作しました。ドラマ１０では「燕は戻ってこない」（東

京ドラマアウォード連続ドラマ部門優秀賞受賞）「宙わたる教室」「東京サラダボウル」（と

もにギャラクシー月間賞受賞）など話題作を連発し、後者の２作品は Amazon プライムでも

配信され、多数の視聴者の獲得に成功しました。土曜ドラマでは、阿部寛主演で震災を正面

からとらえた「水平線のうた」を制作。３月に放送され大きな話題となりました。夜ドラで

は、人気コミックが原作の「柚木さんちの四兄弟」を制作。若い女性ファンを魅了しました。 

ＢＳでは、ＢＳ時代劇で、新たに高橋克典を主演に迎えてリニューアルした「大岡越前７」

や「雲霧仁左衛門ファイナル」などシリーズものに加え、新作で「むすめ医者おいち」を制

作。ファンタジー時代劇という新たなジャンルを開拓しました。また、現代劇「老害の人」

もロイヤルカスタマーを中心によく視聴されました。 

さらに単発ドラマでは、ヒット作「正直不動産」のスピンオフ「正直不動産ミネルヴァス

ペシャル」をＢＳで放送。敵役だったディーン・フジオカを主役に据え、「正直」ファンを

大いに喜ばせました。また同じＢＳで特集ドラマ「憶えのない殺人」を制作。認知症になっ

た老刑事の悲哀を大森美香脚本で描き、ギャラクシー月間賞を受賞しました。また、総合で

は、人気番組「ダーウィンが来た！」の舞台裏をドラマ化した特集ドラマ「ダーウィンが行

く！」を自然番組部とのコラボで制作。創作テレビドラマ大賞「明日、輝く」もみずみずし

い演出が評価されました。 

米倉涼子主演でＡｍａｚｏｎ配信で大ヒットした「エンジェルフライト」も、再編集版が

プレミアムドラマで放送され、配信とは別の新たな視聴者を取り込むことに成功しました。 

自主事業では、阿部寛主演の映画「ショウタイムセブン」や大ヒット映画「岸辺露伴は動

かない」第２弾の「懺悔室」の制作業務も行いました。「光る君へ 大河ドラマ館」は滋賀

県大津市、福井県越前市、京都府宇治市の３館をオープン。平安時代という大河ドラマとし

てはなじみの薄い時代設定にもかかわらず、各館とも順調に来場者を迎え、特に大津市では

２８万人を超える方が訪れ、ドラマのご当地を盛り上げました。 

オープンセットの撮影施設「ワープステーション江戸」は、ＮＨＫ関連で「光る君へ」を

はじめ連続テレビ小説・ＢＳ時代劇・特集ドラマなどの撮影を実施。そのほか外部への貸し

出しでも目玉である市電を駆使した撮影が定期的に行われるなど、多方面での使用が順調に

推移しました。 

 



 
 

- 9 - 
 

エンターテインメント部 

定時番組では、総合テレビで「みんなのうた」「演芸図鑑」「ワルイコあつまれ」など、Ｅ

テレでは「日本の話芸」「わらたまドッカ～ン」「診察中！こどもネタクリニック」「古典芸

能への招待」「トゥースでチャンクな英会話」などを制作。ＢＳでは「新・ＢＳ日本のうた」

「The Covers」「クラシック倶楽部」「プレミアムシアター」などを制作しました。音声波で

はクラシックからジャズ、ポピュラー、バラエティーまで、多様なジャンルでラジオファン

のニーズに応える番組を制作しました。特集番組では、総合「ひむバス！」、ＢＳ「歌える！

J-POP」シリーズや「六角精児の呑み鉄本線・日本旅」「鉄オタ選手権」「映画音楽はすばら

しい！」など、多くのファンを持つ人気番組を制作しました。 

また２０２５年の「放送１００年」に当たって、過去の映像資産を有効活用する取り組み

として、「みんなのベスト紅白」や「伝説のコンサート」などの特集番組も制作して、視聴

者から大きな反響をいただきました。 

自主事業では、「古典芸能を未来へ」「呑み鉄本線・日本旅スペシャル・ライブ＆トーク」

のイベント主催や、「古澤巌×ベルリンフィル」などのイベント制作等を実施しました。 さ

らに「ＮＨＫ紅白歌合戦」への演出・ＰＲ協力などで、ＮＨＫグループの一員としての使命

を果たす事業も行いました。 

 

語版展開部 

海外ドラマでは、総合テレビ「ファンタスティック５ 情熱のパラアスリート」、Ｅテレ「デ

イナの恐竜図鑑４」、ＢＳＰ４Ｋ・ＢＳ「青春ウォルダム 呪われた王宮」などの日本語吹き

替え版を制作したほか、ロシアによる侵攻後のウクライナを舞台にした「ドライブ in ウク

ライナ 彼女は『告白』を乗せて走る」の日本語字幕版を制作しＢＳで放送されました。ま

た、ＢＳＰ４Ｋ・ＢＳ８Ｋ「マキシマ オランダ・プリンセス物語」「ルートヴィヒ 謎は

解くためにある」など多くの海外ドラマの日本語版を制作し、ＮＨＫの４Ｋ・８Ｋ放送の充

実に貢献しました。 

海外ドキュメンタリーでは、「ＢＳ世界のドキュメンタリー」やＥテレ「地球ドラマチッ

ク」の日本語版などを制作し、海外の最新の話題を視聴者にお届けしています。 

映画関連では、ＢＳプレミアムシネマで放送する映画の日本語字幕版制作のほか、総合テ

レビ放送のアニメ「美女と野獣」やＢＳＰ４Ｋ放送のフランス映画「大人は判ってくれない」

など、多数の映画を放送用にフォーマット編集しました。 

さらに「世界ふれあい街歩き」の英語版「Somewhere Street」を制作し、ＮＨＫワールド

ＪＡＰＡＮで海外配信されたほか、ＮＨＫの多岐にわたる番組の副音声解説放送を約２,０
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００本制作しました。 

 

アニメ事業部 

総合テレビでは「烏は主を選ばない」「チ。―地球の運動について―」を放送。骨太なス

トーリーや質の高いアニメーションで、高い評価を得ました。 

Ｅテレでは「科学×冒険サバイバル！」を放送。人気の科学漫画シリーズが原作のアニメ

で、科学や防災といった教育的な要素をしっかりと伝えながら、エンターテインメントとし

て楽しんでいただける作品として好評を博しました。 

Ｅテレ平日に放送した「忍たま乱太郎」は放送開始から３２年目を迎え、「おじゃる丸」

では大河ドラマ「光る君へ」とのコラボ展開を行い、特番の放送や広報での連動等で話題と

なりました。 

さらに「おしりたんてい」「ふしぎ駄菓子屋 銭天堂」「ギガントサウルス」「きかんしゃト

ーマス」「はたらく細胞!!」「スキップとローファー」等を放送しました。 

また自主事業として、映画「劇場版 忍たま乱太郎 ドクタケ忍者隊 最強の軍師」が興収

３０億円を超えるヒットとなりました。 

 

デジタルサービス事業部 

Ｗｅｂサイト制作、ＳＮＳ展開、さらにデータ放送などのデジタルテレビ向けサービスや

動画配信など幅広い業務に対応できる高い制作力を活かし、ＮＨＫのデジタル発信を支えま

した。特に２０２５年秋に予定されているＮＨＫのインターネット必須業務化を見据え、基

幹サイトの必須化対応をはじめ、戦略サポートからウェブアクセシビリティの向上、さらに

は番組サイト移行などのサポートを行ったほか、２０２４年夏のパリオリンピック・パラリ

ンピックではシステムの開発、メンテナンス等を手がけました。また、ＮＨＫプラスでは２

４時間３６５日の運用監視業務を担当。デジタルテレビ向けには、連続テレビ小説、大河ド

ラマ、紅白歌合戦などのデータ放送・ハイブリッドキャスト等の開発・運用を実施しました。 

自主事業としては、手話ＣＧサービスに取り組んでおり、開発したデジタルヒューマン「Ｋ

ＩＫＩ」が東京２０２５デフリンピック応援アンバサダーに採用されるなど、広く社会に貢

献する事業を進めています。また、大学に向けた番組配信事業のシステム開発・サポートな

ども担っています。そのほか将来の展開に向けて、生成ＡＩを活用したサービスの開発など

にも取り組んでいます。 

 

（２）＜イベント事業・ソフト制作＞ 
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イベント事業部  

全国の高専性たちがＡＩを使った事業案を創出して競い合うディープラーニングコンテ

ストは、これまで制作業務のみを受託していましたが、そのクオリティーが高く評価され、

２０２５年度には主催を担うことも決定しています。 

力を入れているパラスポーツ普及事業では、２０２５年に開かれるデフリンピックの、１

年前イベントを東京都から受託しました。グループ会社のＮＨＫグローバルメディアサービ

スと連携して実施しましたが、多くの観客が来場し、顧客満足度を含めて大成功したイベン

トとなりました。 

ライブエンターテインメントでは、人気の「忍たま乱太郎」について、これまでのミュー

ジカル中心の舞台に加えて、スピンオフのストーリーによる舞台やストレートプレイなど、

さらにバリエーションを増やして実施。ファン拡大と満足度向上の双方を達成することがで

きました。 

過去の映像を４Ｋクオリティーに転換して映像遺産の魅力を再発見するＮＥＰビデオレ

ストアサービスを活用した事業については、２０２４年度初めてＮＨＫオンデマンドから海

外ドラマシリーズなどでの受注を得ることができたほか、外部のレコード会社やアニメ制作

会社からの新規の委託も獲得することができました。 

 

（３）＜地域での番組制作、事業＞ 

近畿総支社・四国支社 

近畿総支社では、全国放送の「探検ファクトリー」「歴史探偵」「きょうの料理」「すてき

にハンドメイド」「芸能きわみ堂」「日本の話芸」、国際放送の「Core Kyoto」、地域放送の「ぐ

るっと関西おひるまえ」「えぇトコ」などを制作。四国支社では全国放送の「夏井いつきの

よみ旅！」、地域放送の「ギュッと！四国」「ノルノルミシル！」などを制作しました。 

さらに特集番組として、近畿総支社では全国放送の「超体感！新春開運 伊勢 お参り旅」、

地域放送の「鉄オタ選手権」「マニアさんと歩く関西」「クイズジェネレーション万博」のほ

か、阪神・淡路大震災３０年関連で関西民放ＮＨＫ連携プロジェクト等の番組を制作。四国

支社では地域放送の「ギュッと！四国スペシャル～うまいもん大集合！極上レシピ～」など

を制作しました。 

ＮＨＫからの受託事業は、近畿と四国の公開番組や「Ｎコン」、派遣イベントなどを実施。

近畿総支社では、「大河ドラマ『光る君へ』パブリックビューイング＆トークショー」を京

都市、宇治市、大津市の三つの自治体と協力して運営したほか、ファミリー世代がターゲッ

トの複合イベント「ＮＨＫファミリーひろば」を茨木市で実施しました。また防災関連では、
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小学校高学年を対象にした「ＮＨＫ防災サバイバル」のコンテンツを刷新し、大阪市内で実

施しました。四国支社では「大河ドラマ『べらぼう』ＰＶ＆トークショー」や「スペシャル

ドラマ『坂の上の雲』再放送記念トークセッション」を制作したほか、「みんなの四国文化

祭」「デジタル昆虫展ＡＲ」等を実施運営しました。 

展覧会事業では、大阪あべのハルカス美術館で「円空―旅して、彫って、祈って―」「広

重 －摺（すり）の極（きわみ）－」、奈良国立博物館で「海 KŪKAI―密教のルーツとマン

ダラ世界」の３つのＮＨＫ共同事業を実施し、いずれも想定を大きく上回る入場者を獲得し

ました。 

自主事業では、天皇・皇后両陛下が出席される、大分県での「全国豊かな海づくり大会」

や、岐阜県での「国民文化祭」「全国障害者芸術文化祭」を元請けとして実施運営し、自治

体や関係各所から高い評価を得ることができました。また、「未来の下水道ブース（コンテ

ンツ制作）」「阪神・淡路大震災とひょうご２１世紀研究機構の２０年映像制作」「中山ワン

ダフルフェスタ２４」などを受託し制作しました。 

近畿総支社が管理・運営を行っているＮＨＫ大阪ホールは、安全・安心を第一に努め、予

定されていた公演等を順調に開催することができました。 

 

中部支社 

番組では、夕方のニュース番組で多数の企画を担当し、ほぼ毎日ＮＥＰ制作のコンテンツ

を放送することができました。お昼前の情報番組のリニューアルでは、中部管内のＮＨＫ各

局との連携を深め、地域密着のコンテンツを「〇〇市ウイーク」と銘打って年２０シリーズ

以上放送しました。北陸向けの２５分番組も年９本制作し、北陸３県すべてで視聴率・接触

率が前年よりアップするなど、ＮＨＫ名古屋放送局の北陸支援に大きく貢献しました。 

ＮＨＫが最重視する防災・減災に関しては、夕方のニュース番組で、南海トラフ巨大地震

に備える企画を立ち上げたほか、放送と連動したファミリー向け防災イベントを、被災が予

想される地域の大型商業施設で実施しました。能登半島地震関連では、継続的に被災地を支

援する番組を制作したほか、復興の行方を問う報道番組を海外と全国に発信しました。 

イベントでは、自主事業で福井県若狭町町制２０周年事業や愛知県知立市のＳＤＧｓ啓発

イベント、大河ドラマ「光る君へ」「べらぼう」関連事業を、地域のニーズに応える内容で

受注・制作しました。企画美術展は、「人間国宝 鈴木 藏の志野展」(４会場)と「童話作家・

村上康成の世界展」(２会場)といった、いずれも岐阜県にゆかりの作家の展示制作で地域発

の文化事業としても発信することができました。ＮＨＫからの受託事業では、昭和東南海地

震から８０年の節目での防災イベントを実施。「名古屋局放送１００年」のキックオフ事業
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となりました。 

またデジタルでは、データ情報アーカイブス管理業務でアーカイブス活用の基礎を支える

業務を担当しました。 

 

中国支社 

金曜夜間の地域番組「コネクト」では、広島放送局の小野文惠アナウンサーが中国地方の

各地の魅力を伝える「ブラフミエ」や、被爆者たちが俳句に込めた思いを見つめた「夏井い

つき “原爆俳句”を訪ねて」、２０２５年度後期の連続テレビ小説「ばけばけ」を先取り

した「小泉八雲とセツ“怪談”をめぐる旅」、岡山県笠岡諸島にあるフリースクールの子ど

もたちに密着した「小さくて広い島」等を放送しました。特集番組では、「みんなのカープ

県民大会議」は７回目、「山下健二郎 とっておき絶景旅」は５回目の放送となり、広島局

の看板番組として定着しています。平日お昼前の情報番組「ひるまえ直送便」では生放送で

中国地方の魅力を伝えたほか、被爆８０年や能登地震などジャーナルなテーマも取り上げま

した。また、かつてニュースや番組で取り上げられた話題の“今”を訪ねるアーカイブス活

用番組「あの時を取材中」を制作し、広島局以外の中国地方各局の番組として放送しました。 

イベントでは、毎年多くの観客を集めるひろしまフラワーフェスティバルに合わせて広島

放送局で「ＮＨＫシクラメンパーク」を実施したほか、「光る君へ」「ＮＨＫドラマフェス」

のトークショーなどを実施しました。また被爆者へのロングインタビューを元にモニターに

映る被爆者との対話体験を得られる「被爆応答装置」の制作を新たに広島市から受託し、制

作を進めています。 

 

九州支社 

地域情報番組「はっけんＴＶ」「はっけんラジオ」を平日に生放送し、アーカイブスを活

用した特集番組「映像タイムマシーン九州沖縄」を新たに２本制作しました。また、人気俳

優が九州各地を小型の折り畳み自転車で旅する「ミニベロ出会い旅」、ミスコンテスト世界

一に輝き、ハリウッドで俳優・スタントとして活躍した吉松育美さんがふるさと九州を旅す

る「ミューズトラベラー」を、２本ずつ制作。魚離れを食い止め漁業関係者を応援する、４

年目を迎えた「ウオカツ！」、高校のユニークな部活を紹介する「キミだけ応援団」も制作

して、九州沖縄地方の魅力を存分に伝えました。 

このほか、大分放送局の金曜夜間の地域番組「ぶんぶん探検隊」や、宮崎県北キャンペー

ンの生中継パート、福岡放送局アナウンスのラジオドラマ「放送１００年記念 アナウンサ

ーたちの戦争」の制作にも参加し、地域放送の充実に貢献しました。 
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イベントでは、福岡局での公開音楽イベント「六本松サテライト」の運営を実施。また、

連続テレビ小説「おむすび」と九州大学の学園祭「九大祭」がコラボした「おむすび×九大

祭」のイベントや２０２５年度後期の連続テレビ小説「ばけばけ」関連イベント「小泉八雲

を変えた KUMAMOTO」を熊本市で公開収録しました。自主事業では、「光る君へスペシャルト

ークショーおよび企画展示」を大宰府市からの委託で実施して、ＮＨＫのＩＰの地域での展

開に尽力したほか、九州国立博物館２０周年リニューアル事業や民間企業から受託した映像

の修正、ＮＨＫ財団が海外へ配信する「日本の世界遺産」（長崎と天草の潜伏キリシタン）

の制作など、蓄積してきたコンテンツ制作のノウハウを多方面に還元しました。 

 

東北支社 

全国放送では、震災直後の地元住民の苦闘を描いた「新プロジェクトＸ 孤立集落へ 命

の道をつなげ 〜東日本大震災 ６日間の闘い〜」のほか、東北土着の音楽を訪ね歩く「ＥＴ

Ｖ特集 俚謡山脈のＤＩＧの細道」、夜泣きに悩む若いパパママの悩みを受け止める「ハー

トネットＴＶ よなきごやへようこそ」、「釣りびと万歳 壮絶ファイト 巨大魚スペシャル」

「新日本風土記 豪雪 八甲田」「英雄たちの選択 シリーズ 古墳の時代 (1)黄金の馬を

育てよ〜地方豪族から見たヤマト王権〜」などの番組を制作しました。 

地域放送では、ガラケーに眠る画像を掘り起こす特集番組「ママも昔はギャルだった～あ

なたのガラケー見せてください」やラジオの長時間生放送「よなきごやへようこそ」などの

番組を制作しました。 

イベントでは、公開生放送で東北管内にお届けしている番組「定禅寺しゃべり亭」を東北

各地で５回実施したほか、さかなクンによるトークショーや幼児とその保護者を対象にした

「キッズフェスティバル」などを実施しました。 

 

北海道支社  

全国放送では、「さわやか自然百景」「うまいッ！」「あさイチ」「釣りびと万歳」「ニュー

ス―ン」「フロンティア」などの定時番組、国際放送では、「Wild Hokkaido!」「Train Cruise」

を制作しました。地域放送では、定時番組の「おはよう北海道」「ひるナマ！北海道」「ほっ

とニュース北海道 ほっと中継」を、また道央・道北・道東・道南４つの地域から５日間に

わたって地元の情報を伝える「エリア中継キャラバン」や、アーカイブス映像を活用した「あ

なたの町の映像アルバム」を制作しました。 

イベントでは、「ＮＨＫ全国音楽コンクール」の北海道７地区の地区大会と北海道ブロッ

ク大会を受託して制作。札幌放送会館で実施する地域戦略イベントとして、夏と冬の会館公
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開、恐竜カムイサウルスの全身復元骨格など展示した「カムイサウルス春休み特別展」を実

施し、多くの親子連れが訪れました。自主事業では、北海道十勝地方が舞台の連続テレビ小

説「なつぞら」の出演者によるトークショーなどを実施しました。 

 

（４）＜映像ソフト販売＞  

映像ソフトの販売については、大河ドラマ「光る君へ」、連続テレビ小説「虎に翼」、「正

直不動産２」「岸辺露伴 ルーヴルへ行く」「舟を編む ～私、辞書つくります～」などで、成

果を上げることができました。ほかにドラマでは、連続テレビ小説「ブギウギ」、「大奥 

Season2」「デフ・ヴォイス」「あきない世傳 金と銀」「アストリッドとラファエル 文書係の

事件録」「Shrink－精神科医ヨワイ－」「団地のふたり」などを販売し、好評を得ることがで

きました。ドラマ以外では、「ごろごろパンダ日記｣「笑わない数学２」「恐竜超伝説２ 劇場

版ダーウィンが来た！」などを販売しています。 

グループ会社のＮＨＫエデュケーショナルの協力によりリリースしたタイトルとしては

「おかあさんといっしょ」の「最新ソングブック  むしむしフェスティバル」「ファミリー

コンサート お弁当ラプソディー」「ファミリーコンサート うたの図書館」、｢いないいない

ばあっ！｣の「じゃじゃじゃ ジャーン！」が好調でした。 

ＮＨＫのアーカイブス映像からは、「八代亜紀 プレミア歌唱集」「坂本龍一コンサート」

「桂枝雀ＮＨＫ特選映像集～爆笑王の世界～」などを商品化。またこども向けの「図鑑 MOVE」

では「動物 新訂二版」「植物 新訂版」「はじめてのずかん のりもの」「恐竜 新訂二版」の

４作を新たにラインナップに加えました。さらに通販専用で「六角精児の呑み鉄本線・日本

旅２」「秋田大曲 全国花火競技大会」「星空絶景２ 知られざる夜の世界」「アニメ アリス探

偵局」などを販売。再販売を含めて新たに６０タイトルをリリースしました。 

 

（５）＜番組提供＞  

放送事業者への番組提供  

チャンネル銀河、ＡＸＮ、ファミリー劇場、ＢＳ１１、歌謡ポップスチャンネルなど２５

チャンネルに対して、大河ドラマ３作品、連続テレビ小説５作品をはじめ、アニメ、音楽番

組、韓国・中国・欧米のミステリードラマなど、計１５６タイトルを提供しました。ケーブ

ルテレビ事業者には、２９局に対して連続テレビ小説「おしん」「マッサン」「花子とアン」

など６０タイトルを提供しました。 
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ＶＯＤ事業者への番組提供  

Ａｍａｚｏｎプライム、Ｕ－ＮＥＸＴ、ドコモ・アニメストア、Ｈｕｌｕ、ＦＯＤ、アニ

メタイムズなど、２０事業者に対して、アニメ番組や幼児番組（ＤＶＤ原盤）、韓国・中国

のドラマなど、海外番組を含めて４６３タイトルを提供しました。 

 

素材提供事業 

素材提供ホームページ上に１０月よりチャットボットを導入。よくある質問や疑問につい

ては、夜間・休日でも自動回答プログラムでお応えできるようにしました。アクセス数も順

調に推移しており、クライアントの利便性向上を図ることができました。 

また、（福）ＮＨＫ厚生文化事業団、（公財）放送番組センター、（福）聴力障害者情報文

化センターの３公益団体への番組提供も例年どおり実施。ＮＨＫ番組の利活用に貢献してい

ます。 

 

一般事業者提供業務 

ＮＨＫ展開センターからの委託により「一般事業者へのＮＨＫ番組のまるごと提供」に関

する窓口応対、権利処理、納品業務を行い、一般企業からのＮＨＫ番組の社内研修等での利

用に貢献しました。 

 

（６）＜キャラクタービジネス＞ 

ドラマの展開では、大河ドラマ「光る君へ」の書籍へのライセンスが全１４種、総発行部

数は７１万部となり、連続テレビ小説「虎に翼」では完全保存版シナリオ集ＢＯＸセットが

完売するなど、過去数年間で最高の売上を達成することができました。２０２５年の大河ド

ラマ「べらぼう」も現在すでに８種の書籍が発行され、安定した刊行部数をキープし、商品

化も３月末までに計１１０件の申請がありました。 

アニメでは、興行収入３０億円を超えた「劇場版 忍たま乱太郎 ドクタケ忍者隊 最強の

軍師」のヒットを受け、商品化、キャンペーンなど劇場版版権だけでなく、アニメ版の展開

が拡大。ミュージカルの公演も増え、ＩＰ全体で過去最高の売上を更新し、ブランディング

を大きく向上させることができました。「魔入りました！入間くん」では、２０２５年度の

第４シリーズ制作発表を行った初の声優イベントが大盛況となり、遊戯施設とのコラボなど

大型の施策を複数実施することができました。様々な問い合わせや企画の確定も相次いでお

り、「忍たま乱太郎」に続く主要なアニメＩＰとして育てていく計画です。好調が継続して

いる「おさるのジョージ」は、７月に初の常設カフェを東京スカイツリーにオープン。１２
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月に初の遊具施設を奈良にオープンしました。 

幼児番組の展開では、「いないいないばあっ！」の新キャラクター「ぼぅぽ」や「おかあ

さんといっしょ」の「あーぷん」の人気が高く、初の試みである「歌のおにいさん、おねえ

さん」版権の商品も堅調に販売しています。その他、レトロブームを受けて「おじゃる丸」

や「ニャッキ」の商品も好調でした。 

 

（７）＜権利ビジネス＞ 

海外の番組については、欧米ドラマ「アストリッドとラファエル 文書係の事件録」「スー

パーヒーローアカデミー」、「英国スキャンダル 王室を揺るがしたインタビュー」、中国ド

ラマ「三国志 秘密の皇帝」、韓国ドラマ「朝鮮弁護士 カン・ハンス 誓いの法典」などがＮ

ＨＫで放送されました。また、中国ドラマ「ユン・シャン伝」「鳳凰の飛翔」、欧米ドラマ「ア

ストリッドとラファエル４」「エクスプレス誘拐特別捜査チーム」、韓国ドラマ「イ・サン」

「トンイ」等を配信・放送で展開。ドキュメンタリーでは「ABBA栄光の陰で」「ハリス対ト

ランプ」「ロイヤルと恋に落ちて」、ライフスタイルに関連する番組では、「ソーイング・ビ

ー」「ブリティッシュ・ベイクオフ」が放送されました。クラシック音楽番組では、バイロ

イト音楽祭 楽劇「トリスタンとイゾルデ」、英国ロイヤル・バレエ 「シンデレラ」などが

放送されました。 

海外番組販売では、「正直不動産２・ミネルヴァスペシャル」「Shrink－精神科医ヨワイ－」

「宙わたる教室」「東京サラダボウル」などがグローバル配信され、そのほか、連続テレビ

小説「虎に翼」や大河ドラマ「光る君へ」「鎌倉殿の 13人」なども販売されました。アニメ

では「魔入りました！入間くん」「カードキャプターさくら」、ドキュメンタリーでは「宮﨑

駿と青サギと 『君たちはどう生きるか』への道」「ゴッドハンド あなたの知らない“復元

師”の世界」などが販売されたほか、自然科学番組が人気を集めました。 

  

（８）＜ＮＯＤ事業＞  

ＮＨＫオンデマンド（ＮＯＤ）受託事業  

ＮＨＫから受託したＮＯＤ配信番組の権利処理・権料支払いから原盤・メタデータ制作、

配信、編成、広報までの一連の業務を円滑に実施するとともに、無料配信や即日配信など多

様な配信サービスをサポートしました。ＮОＤの視聴は昨年度を上回り、連続テレビ小説「虎

に翼」や大河ドラマ「光る君へ」などの新作がよく見られました。また昨年度後半から視聴

者層の拡大を目指して、ＮＨＫ杯フィギュア、カーリング日本選手権などのスポーツコンテ
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ンツや、アニメ「忍たま乱太郎」など、従来に増して多彩なジャンルのコンテンツを配信し、

好評を得ました。さらに大河ドラマ「義経」「３か月でマスターする世界史」など過去に話

題となった番組を新たに権利処理して配信する「蔵出し番組」も多くの視聴を獲得しました。 

また、ＮＯＤホームページのユーザーインターフェースの改善や、４Ｋ番組が視聴できる

ＡｎｄｒｏｉｄＴＶ向けアプリの開発サポートも行いました。 

 

３号業務（ＶＯＤ提供）受託事業等  

国内の配信事業者向けに番組を提供するＶＯＤ事業については、Ｈｕｌｕなどへの番組提

供のための権利処理と原盤制作を実施しました。また、ＮＨＫデジタルセンターの依頼によ

りＮＨＫプラスの原盤制作、ＴＶｅｒ提供番組の原盤制作も行いました。 

 

（９）＜業務システム改革への取り組み＞  

業務改革プロジェクト  

社内システムの刷新を目的に２０２０年に立ち上げられた業務改革プロジェクトは、ＥＲ

Ｐ会計、管理会計、著作権、事業管理、電子契約などの業務領域で、２０２２年５月以降に

新システムを順次リリースしてきました。２０２４年度も統制上の観点や、利便性向上の観

点からの修正を継続して実施。用紙による手続きが多い自動車運転者届や自動車使用届など

の電子化を行い、紙削減等を目的とした社内申請の電子化推進にも継続して取り組みました。 

 

（10）＜業務支援＞  

アーカイブス事業  

ＮＨＫ放送番組の映像･音声素材･データを登録･保存する業務、保存されているコンテン

ツの活用を支援する業務を継続して行いました。開始３年目のＭＣＧ素材再利用アドバイス

業務では、過去最多の年間１,２００件を超える問合せに対応。調査にあたる社員･スタッフ

の熟練度も上がり、アーカイブス情報システムに記載されたメタデータのさまざまな修正を

進めることができました。また、映像の出処が判明するといった有用な情報については、ア

ーカイブスの記録に追記するなど、データベースの信頼度を高め、検索ユーザーに資する取

り組みを重ねて行いました。 

「フィルムの見える化」業務では、地域のニュースや番組素材を中心に約４,８００のコ

ンテンツのフィルムをファイル化し、業務用ＰＣでその映像試写を可能にしました。これに

より、地域関連のアーカイブス素材が放送１００年関連事業や各地のニュース番組などで数
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多く再利用されました。 

アーカイブス未保存の番組テープを探し出して保存化する業務では、芸能･教養･科学など

幅広い分野からテレビ番組６７３本、ラジオ番組７５６本、台本２２７冊の計１,６５６コ

ンテンツを発掘、登録しました。またアーカイブス映像を活用して、大河ドラマ「光る君へ」

とのコラボイベントや地域放送局との連携イベントを実施しました。 

アーカイブスに保存された過去の膨大な番組や映像素材を活用した番組制作も行いまし

た。新番組「時をかけるテレビ～今こそ見たい！この１本～」、「４Ｋプレミアムカフェ」、

「よみがえる新日本紀行」に加えて、視聴者の提供による素材で復活させた「アニメーショ

ン紀行 マルコ･ポーロの冒険」や人形劇「プリンプリン物語」などを放送。貴重な映像資産

の可能性を広げるとともに、「映像の世紀バタフライエフェクト」の映像リサーチ・権利確

保業務も行うなどアーカイブス番組の存在感を高めました。 

 

著作権・権料支払業務  

ＮＨＫ知財センター著作権・契約部との連携のもと、各種事業展開に関わる権利処理につ

いての情報集約、管理、相談への対応および映像コンテンツ権利処理機構（ａＲｍａ）、Ｊ

ＡＳＲＡＣなどの権利者団体等との調整を行い、円滑な事業展開を支援しました。また、ビ

デオグラム、ＮＯＤ・ＶＯＤ、ＣＳ・ＢＳ、ＣＡＴＶ、航空機内上映への提供等、番組二次

展開に関わる権利者への権料支払業務、ＮＨＫからの制作受託番組の放送料支払いの審査業

務など、権利関係業務に幅広く対応しました。また、知財センター著作権・契約部からの委

託により、インターネットに無断で投稿された動画の削除を当該サイト運営者に依頼するな

ど番組の不正利用への対応業務を行い、加えて同センターから国際契約作成業務を受託しま

した。 

 

権利確保サポート業務  

ＮＨＫ知財センター著作権・契約部からの委託により、「新プロジェクトＸ～挑戦者たち

～」「プロフェッショナル 仕事の流儀」などの定時番組、大河ドラマ「光る君へ」「べらぼ

う」、連続テレビ小説「虎に翼」「おむすび」、夜ドラ「ＶＲおじさんの初恋」などのドラマ

について、制作部門と連携して放送、配信、海外発信などの権利を確保し、併せて権利情報

データ作成も行いました。さらにＢＳ番組「フロンティア」では、カットごとの権利情報を

アーカイブスシステムに入力。また「常時同時配信（ＮＨＫプラス）サポート業務」として

制作現場からの権利処理に関する相談窓口業務を受託し、各種問い合わせに対応しました。 

ＮＨＫ第１制作センターからは、一部の学校放送番組についての再放送や展開のための権
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利情報整備業務に加え、ＮＨＫがまなびについて発信している「ＮＨＫラーニング」で配信

されるコンテンツの権利処理業務を受託し、権利者への支払い業務までを担当しました。 

またＮＨＫの国際放送局からはＮＨＫワールドプレミアム提供における権利確認業務を、

展開センターからは放送番組センター、聴力障害者情報文化センター、厚生文化事業団など

へ無償で番組を提供する際に、権利情報を収集・整備する業務を受託しました。 

自主事業としては、放送番組国際交流センター（ＪＡＭＣＯ）よりＮＨＫや民放番組の海

外への提供のための権利処理業務を受託しました。 

 

(11)＜新規事業等への取り組み＞ 

イノベーション戦略室 

２０２４年度も引き続き、新規事業開発の開発に精力的に取り組みました。 

日本のコンテンツ産業の持続的な発展に寄与することを目指した共同事業「クリエイティ

ブコンプレックス」を、東京を拠点とする７社が参画する形で設立しました。 

ユニバーサルサービスでは、手話ＣＧのシステム開発を継続し、ＮＨＫグローバルメディ

アサービスと共同開発したデジタルヒューマンアバター「ＫＩＫＩ」が、東京２０２５デフ

リンピック応援アンバサダーや、東京国立博物館の展示ガイド役として活躍しました。 

ＢｔｏＣの事業については、ＮＨＫ関連コンテンツのファンがグッズなどを購入したり、

さまざまなグッズやイベントなどの情報をワンストップで得ることができるサイト「ＮＨＫ

グループモール」を運営しました。 

また他の関連団体と共同で、社内向けビジネスコンテスト「未来投資会議２０２４」を企

画・運営しました。 

 

（12）＜リスクマネジメント、コンプライアンス、情報セキュリティへの取組み＞ 

リスクマネジメントの維持・強化とコンプライアンス推進のため、リスクマネジメント委

員会を計３回開催し、内部通報窓口の周知や、２０２４年度の活動方針、内部統制の整備状

況、リスク点検活動などの審議・承認、リスク事例の報告などを行いました。 

社内トラブルや相談等に迅速に対応し、ＮＨＫグループのリスクにつながるおそれのある

事案については、適宜、ＮＨＫの所管部門と共有しました。 

ＮＥＰ独自の取り組みとして、年々充実させてきた業務プロセス図の作成を支援し、各部

門とレビュー面談を行って、業務プロセスから抽出されたリスク評価について助言しました。 

コンプライアンス推進強化月間には、個人情報漏えい防止などサイバーセキュリティの確
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保をテーマに、社外講師による全社向け研修を行いました。ＮＨＫやＮＨＫメディアホール

ディングスによるグループ研修にも参加したほか、各部門において様々なテーマで勉強会を

実施しました。 

ハラスメント防止の一環として前年度末に実施したパワーハラスメントの社内アンケー

トの結果をもとに、必要な研修を実施しました。 

フリーランス法の施行にあわせて、関係各部と連携して社内向けの手引きやフリーランス

の方向けのリーフレットを作成しました。 

情報セキュリティへの取り組みとしては、４月にＩＳＭＳの定期維持審査を受け、登録継

続が承認されました。さらに、ＮＨＫおよびＮＨＫメディアホールディングスと連携し標的

型攻撃メール訓練やサポート詐欺訓練、事後研修を実施するなど、全社のＩＴリテラシーの

向上に努めました。 

 

業務点検実施要領にのっとり、業務点検担当者が、５部門の業務点検を行いました。点検

結果はその都度社長に報告したうえで監査役に手交するとともに、常勤役員会で報告しまし

た。 

 

法務・審査部  

契約稟議の件数は年々増加傾向にあり、今期においても約６,０００件について、精度の

高い審査を維持しました。 

本社・地域支社における下請法の遵守や業務委託の適正性確保の強化、合わせて１１月に

施行されたフリーランス法への対応については、ＮＨＫやＮＨＫメディアホールディングス

と連携して研修や勉強会を企画・実施し、日常的なコミュニケーションを通じて啓発・指導

を行いました。 

コンテンツ等のＩＰ展開のための体制強化の一環として、部員それぞれのスキルを最大限

発揮することのできる環境と配置を整えて、現業部門と管理部門に対するサポートの貢献

度・満足度・安心度を向上させました。 

 

展開企画部 

メディアミックスは、連続テレビ小説「虎に翼」、「正直不動産」シリーズ、「忍たま乱太

郎」「科学×冒険サバイバル」などのドラマやアニメが順調に推移しています。 

コンテンツ展開センターの共通業務では、問合せの対応について引き続き個人情報の漏え

い等のリスクに十分注意しながら迅速な対応を行っています。 
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ＤＸ推進部 

基幹システムであるＳＩＮＧ／ＳＡＰは、著作権領域の改修やタレントパレット、ジョブ

カンへの対応などの改修を加えて、利便性の向上に努めました。 

不正アクセスや情報漏えいを防ぐため、共有フォルダやメール、Teamsのアクセス権の棚

卸しを全社で実施。また、共有サーバーの老朽化への対応として、共有サーバー内のファイ

ルのＢＯＸへの移行も行いました。 

また、社給ＰＣに実装する Windows10は２０２４年秋にサポートが終了するため、全ての

ＰＣの Windows11へのアップデートを２０２４年度内に完了しました。 

そして、昨年度に続き無線ＬＡＮ化など地方支社のＩＴ環境向上を図りました。 

 

（13）＜分野別売上高＞ 

 

区    分 

第３５期 第３６期 
対前年度増減 

(2023.4.1～2024.3.31) (2024.4.1～2025.3.31) 

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 

放 送 番 組 制 作 42,773,603 67.4% 39,621,783 64.1% △3,151,820 △7.4% 

映 像 ソ フ ト 販 売 2,206,819 3.5% 1,756,867 2.8% △449,952 △20.4% 

イベント・ソフト制作 7,624,344 12.0% 7,943,809 12.8% 319,465 4.2% 

番組提供・デジタル制作 3,347,614 5.3% 3,994,428 6.5% 646,814 19.3% 

キ ャ ラ ク タ ー 事 業 808,027 1.3% 766,968 1.2% △41,059 △5.1% 

権 利 ビ ジ ネ ス 5,229,916 8.2% 6,700,194 10.8% 1,470,278 28.1% 

Ｎ Ｏ Ｄ 事 業 900,050 1.4% 1,073,989 1.7% 173,939 19.3% 

受 託 映 像 国 際 放 送 558,718 0.9% － － △558,718 △100.0% 

合  計 63,449,091 100.0% 61,858,038 100.0% △1,591,053 △2.5% 

※構成比･増減率は小数点第二位以下を四捨五入して表示 
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（参考） ２０２４度 コンクール等受賞一覧 

 

コンクール名 部門/賞 番組および賞品名 

ルミエール・ジャパン・アワード 

2024 

８Ｋ部門 

グランプリ 

ディープオーシャンⅡ 

「アッテンボローのディープオーシャン紅海 神秘の魔境」 

ルミエール・ジャパン・アワード 

2024 

４K 部門 

優秀作品賞 
特集ドラマ「広重ぶるう」 

第６１回ギャラクシー賞 
テレビ部門 

大賞 
連続ドラマＷ「フェンス」 

第６１回ギャラクシー賞 
テレビ部門 

選奨 

ETV 特集「“玉砕”の島を生きて（2） 

～サイパン島 語られなかった真実～」 

２０２４年ギャラクシー賞 
テレビ部門 

７月度月間賞 
ドラマ 10「燕は戻ってこない」 

ギャラクシー賞 8 月度月間賞 
テレビ部門 

8 月度月間賞 

NJHK スペシャル 

「“一億特攻”への道〜隊員 4000 人 生と死の記録〜」 

ギャラクシー賞 12 月度月間賞 
テレビ部門 

12 月度月間賞 
ドラマ 10「宙わたる教室」 

ギャラクシー賞 2 月度月間賞 
テレビ部門 

2 月度月間賞 
特集ドラマ「憶えのない殺人」 

ギャラクシー賞 2 月度月間賞 
テレビ部門 

2 月度月間賞 
ドラマ１０「東京サラダボウル」 

第６２回ギャラクシー賞上期 
テレビ部門 

上期入賞 

ＮＨＫスペシャル 

「“一億特攻”への道 〜隊員 4000 人 生と死の記録〜」 

第５０回放送文化基金賞 
ドラマ部門 

最優秀賞 

ＮＨＫスペシャル  

「シリーズ“宗教 2 世” 神の子はつぶやく」 

第４０回ＡＴＰ賞テレビグランプリ 
ドキュメンタリー部 門   

最優秀賞 

「新・爆走風塵 

中国・トラックドライバー 生き残りを賭けて」 

第４０回ＡＴＰ賞テレビグランプリ 
ドキュメンタリー部 門 

優秀賞 

ファミリーヒストリー 

草刈正雄～初めて知る米兵の父 97 歳伯母が語る真実とは～ 

草刈正雄特別編～アメリカへ 決意の旅路～ 

第４０回ＡＴＰ賞テレビグランプリ ドラマ部門 優秀賞 連続ドラマＷ「フェンス」 

第４０回ＡＴＰ賞テレビグランプリ 
ドキュメンタリー部 門  

奨励賞 

ＮＨＫスペシャル 

「ひとりぼっちの“スパイ・イルカ”」 

第４０回ＡＴＰ賞テレビグランプリ 
ドラマ部門 

奨励賞 

プレミアムドラマ 

「家族だから愛したんじゃなくて、愛したのが家族だった」 



 
 

- 24 - 
 

ＡＴＰ上方番組大賞 第１２回 
番組部門 

グランプリおよび優秀賞 
「せーの！で編集してみたら」 

第 121 回ザテレビジョンドラマ

アカデミー賞 
監督賞 

「家族だから愛したんじゃなくて、愛したのが家族だった」 

（大九 明子氏） 

映文連アワード 2024 
ソーシャル部門 

準グランプリ（優秀作品賞） 

ＮＨＫ WORLD「Time and Tide The Floating World  

-First Contact-」 

映文連アワード 2024 
ソーシャル・ コミュニケーション部 門   

部門優秀賞 
「江戸川区魔法の文学館（角野栄子児童文学館） 館内展示映像」 

映文連アワード２０２４ 第１８回 
最優秀作品賞 

（グランプリ） 

名盤ドキュメント キャンディーズ『年下の男の子』～彼女たちの J

ポップ革命～ 

映文連アワード２０２４ 第１８回 
優秀作品賞 

（準グランプリ） 
Time and Tide The Floating World -First Contact- 

東京ドラマアウォード 2024 
作品賞 

単発ドラマ部門グランプリ 
「デフ・ヴォイス 法廷の手話通訳士」 

東京ドラマアウォード 2024 
連続ドラマ部門 

優秀賞 
ドラマ 10「燕は戻ってこない」 

Media is Hope AWARD 
Media is Hope AWARD

殿堂入り 
堅達 京子 

第 55 回 科学放送高柳賞 優秀賞 
ＮＨＫスペシャル 

「映像記録 関東大震災 帝都壊滅の三日間 前編・後編」 

令和 6 年度（第 75 回）芸術選

奨 

放送部門 芸術選奨

文部科学大臣賞新人賞 

大島隆之 

ＮＨＫスペシャル「“一億特攻”への道 

             ～隊員４０００人 生と死の記録～」の成果に対して 

放送人グランプリ 
放送人グランプリ 

優秀賞 
連続ドラマＷ「フェンス」 

キネコ国際映画祭 
ティーンズ長編部門 

グランプリ 
創作テレビドラマ大賞「ケの日のケケケ」 

放送人グランプリ 
放送人グランプリ 

大山勝美賞 
家冨 未央 

貧困ジャーナリズム大賞 2024 
貧困ジャーナリズム 

特別賞 
ドラマ「むこう岸」 
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【国外コンクール】 

コンクール名 部門/賞 番組および賞品名 

Green Screen Best Score ベスト音楽賞 
ワイルドライフ SP 国際共同制作 

「流氷からの贈り物」 

ニューヨーク・フェスティバル

2024 

ドキュメンタリー部門 

（Nature＆Wild Life） 金賞 
ＮＨＫスペシャル「ヒマラヤ“悪魔の谷”」 

ニューヨーク・フェスティバル

2024 

ドキュメンタリー部門 

Science ＆Technology 金賞  

ＮＨＫスペシャル 

 「超進化論 第１集 植物からのメッセージ」 

ニューヨーク・フェスティバル

2024 

ドキュメンタリー部門 

（Nature＆Wild Life） 金賞 

ワイルドライフ SP 国際共同制作 

「流氷からの贈り物」 

ニューヨーク・フェスティバル

2024 

Documentary History&Society 部門 

大賞/金賞 
ＮＨＫスペシャル「関東大震災」 

ニューヨーク・フェスティバル

2024 

Entertainment Special 部門 

銀賞 
「作りたい女と食べたい女」 

ニューヨーク・フェスティバル

2024 

ドキュメンタリー部門 

（human Concerns）銀賞 

ＮＨＫスペシャル 「わが子を手放した日   

中国“一人っ子政策”のその後」 

2024 コンテスツアジア 

Best Factual Programme Made in Asia  

for Multiple Asian and/or 

International Markets 銀賞 

ワイルドライフ SP 国際共同制作 

「流氷からの贈り物」 

2024 ベネチア国際テレビ賞 
Best of Technology and 

Innovation Nominee 

国際共同制作 

「アッテンボローの 

ディープオーシャン 紅海 神秘の魔境」 

ベネチアテレビ賞(Venice 

TV Award) 

テクノロジー／イノベーション部門 

最優秀賞 
ＮＨＫスペシャル「関東大震災」 

ベネチアテレビ賞(Venice 

TV Award) 
ファイナリスト 「デフ・ヴォイス 法廷の手話通訳士」 

2024 ワールドメディアフェス

ティバル 

ドキュメンタリー部門 

自然・野生生物部門 金賞 

ワイルドライフ SP 国際共同制作 

「流氷からの贈り物」 

ワールドメディアフェスティバ

ル 

ENTERTAINMENT: Mini-Series 部門  

銀賞 

「家族だから愛したんじゃなくて、 

愛したのが家族だった」 

MIPCOM CANNES 

Diversify TV Awards 

Disability 部門 

ファイナリスト 
「デフ・ヴォイス 法廷の手話通訳士」 

国際エミー賞 
テレビ映画／ミニシリーズ部門 

ノミニー選出 
「デフ・ヴォイス 法廷の手話通訳士」 
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ASIAN ACADEMY 

CREATIVE AWARDS 

単発ドラマ・テレビ映画・テレビ用ア

ンソロジー・エピソード部門 

アジアン・ アカデミー・ クリエイティブ・ アワーズ賞 

「デフ・ヴォイス 法廷の手話通訳士」 

Asian Academy 

Creative Awards 2024 

Best Documentary History 部門  

Grand Final Winners 

ＮＨＫスペシャル「映像記録 関東大震災 

 帝都壊滅の三日間 前編・後編」 

Asian Academy 

Creative Awards 2024 

Best Music Or Dance Programme 

Grand Final Winners 
「ミラドール 絶景を聴く」 

ABU 賞 
TV/SCREEN ENTERTAINMENT 

WINNER 
「ミラドール 絶景を聴く」 

 

３．対処すべき課題 

２０２４年度は、前年度後期に始まった受信料値下げやＢＳ波削減を受けたＮＨＫ委託の

減少が本格化し、前年度比でＮＨＫ取引が減少。自主事業でもＤＶＤ販売や映像ソフト制作

などの減少を受け、前年度比減収となり、継続する円安や物価高騰も相まって、当社を取り巻

く経営環境は依然として厳しい状況が継続しています。 

 その一方で、「２０２４-２０２６年度 中期経営計画」に掲げた「制作と展開の両輪の進

化」は確実に成果を挙げつつあります。ＮＨＫの新たなフラッグシップ確立を目指して取り

組んできた番組開発では、当初の目標を大きく上回る４０本の番組が採択されました。また、

展開の強化を主な目的として２度にわたる組織改正を実施し、全社の部門が今まで以上に連

携して新しい事業の獲得・開拓に取り組んだことで、劇場版 忍たま乱太郎の成功に代表され

るようなＩＰ展開事業の強化を進め、国や自治体などからの公募事業の落札を着実に増やす

など、今後につながる数多くの事業や顧客・協力者との関係の土台を構築することができま

した。 

 ＮＨＫエンタープライズはこうした取り組みを２０２５年度もさらに強化し加速していき

ます。展開の起点となる、世界にも通用する魅力的なコンテンツを生み出すこと。ＮＥＰ自

らもコンテンツのＩＰ（知的財産）を確保するとともに、ＮＨＫグループのＩＰを幅広く展

開してＮＨＫに財政貢献すること。この２つを全社一丸となって推し進めていきます。 

また２０２５年度は、放送１００年とＮＨＫのインターネット業務の必須化、大阪・関西

万博、東京デフリンピック、さらには東日本大震災１５年など、大きな節目や国民行事が数多

く予定されています。これらに上質なコンテンツを届けてＮＨＫを支え、社会に貢献するこ

とは当社の重要な責務です。 

事業や業務の遂行に当たっては、コンプライアンスの一層の強化を図るとともに、人権

の尊重、ダイバーシティー＆インクルージョン、ＳＤＧｓの達成といった多様性を尊重す
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る持続可能な経営を全社で進めていきます。また、社員はもちろんともに働くＮＨＫグル

ープのメンバーや国内外の制作者・事業担当者のやる気とクリエイティブを徹底して尊重

し、ＮＥＰでの仕事に携わる一人一人にとって風通しがよく共感に満ちた組織を構築して

いきます。 

 

４．設備投資等の状況 

当期の設備投資総額は２億９千９百万円で、内容は以下のとおりです。 

（単位 百万円） 

資 産 の 種 類 取得価額 備 考 

有形固定資産 建物・構築物 

１１ 

６ 

８ 

レイアウト変更工事 

ＬＡＮ工事 

事務所移転工事その他 

有形固定資産 工具器具備品 

７ 

６ 

２５ 

収納庫、モバイルロッカー 

編集用大型ハードディスク 

パソコン、什器、その他 

無形固定資産 ソフトウェア 
１４８ 

８３ 

新基幹システム 

ＭＡＭシステム改修、その他 

計 ２９９  

 

５．資金調達の状況 

前記の設備投資の資金は、自己資金で充当しています。 

 

６．事業譲渡・吸収分割または新設分割の状況 

該当事項はありません。 

 

７．事業譲受の状況 

該当事項はありません。 
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８．他の会社の株式その他の持ち分または新株予約権等の取得の状況 

該当事項はありません。 

 

９．財産および損益の状況の推移 

                                 

区   分 

第 33期 

(2022年 3月期) 

第 34期 

(2023年 3月期) 

第 35期 

(2024年 3月期) 

第 36期 

(2025年 3月期) 

売 上 高  62,026,907 68,052,979 63,449,091 61,858,038 

営 業 利 益  1,985,077 4,038,167 3,343,765 3,634,533 

経 常 利 益  2,051,608 4,160,332 3,410,484 3,727,211 

当 期 純 利 益  1,512,604 4,136,856 2,234,140 2,596,065 

１株当たり当期純利益 238,459 円 11銭 656,683 円 82銭 367,457 円 34銭 426,984 円 48銭 

総 資 産 37,070,312 38,512,470 36,359,009 38,508,778 

純 資 産 19,283,697 20,952,534 20,447,920 20,809,602 

 

１０．主要な事業内容 

（１）放送番組の企画、制作、購入 

（２）有線テレビジョン放送事業者への放送番組の頒布 

（３）映像国際放送の実施に関連する業務 

（４）放送番組に係るコンテンツ等の著作物の発行、頒布 

（５）放送に関連した催し物や公共的な各種催し物の企画、実施 
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１１．主要な事業所等 

本 社   東京都渋谷区神山町４番１４号 第三共同ビル 

近畿総支社 大阪府大阪市中央区谷町三丁目１－１８ ＮＳ２１ビル 

四国支社  愛媛県松山市堀之内５ ＮＨＫ松山放送局内 

中部支社  愛知県名古屋市東区東桜一丁目１３－３  ＮＨＫ名古屋放送センタービル 

中国支社  広島県広島市中区大手町二丁目１１－１０ ＮＨＫ広島放送センタービル 

九州支社  福岡県福岡市中央区六本松一丁目１－１０ ＮＨＫ福岡放送センタービル 

東北支社  宮城県仙台市青葉区本町２丁目２０番１号 ＮＨＫ仙台放送局内 

北海道支社 北海道札幌市中央区北一条西九丁目１－５ ＮＨＫ札幌放送局内 

 

ＮＨＫアーカイブス 埼玉県川口市上青木三丁目１２―６３ 

ワープステーション江戸 茨城県つくばみらい市南太田１１７６ 

 

１２．従業員の状況 

 

 

従業員 

  

増減 平均年齢  ＮＨＫ退職者 ＮＨＫ職員 
（出向者） 

男 ４１０名 １３０名   ７４名 △１４名 52歳 7 ヵ月 
女 ２０４名 ７名   ２５名   ０名 47歳 7 ヵ月 
計 ６１４名 １３７名   ９９名 △１４名 50歳 11ヵ月 
注：役員のほか、ＮＨＫなど外部への出向者は含みません。 

 

１３．重要な親会社および子会社の状況 

（１）親会社の状況 

当社の親会社は、株式会社ＮＨＫメディアホールディングスで、当社の株式６,０８０

株を保有しています。これは当社の議決権の１００％にあたります。なお、ＮＨＫメディ

アホールディングスは、ＮＨＫの子会社に当たることから、当社はＮＨＫの放送法上の子

会社です。 

当社は、ＮＨＫからの委託による放送番組などの制作と購入、有線テレビジョン放送事

業者への放送番組の頒布、映像国際放送の実施、ＮＨＫの放送番組に係るコンテンツ等の
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著作物の発行と頒布、ＮＨＫの放送に関連した催し物や公共的な催し物の企画と実施、こ

れらに関連する業務およびＮＨＫが制作した番組の利用権の購入などを行っています。 

 

（２）重要な子会社の状況 

該当事項はありません。 

 

（３）親会社等との間の取引に関する事項 

当社では、ＮＨＫメディアホールディングスおよびＮＨＫとの取引を行うにあたり、独

立した第三者との間の取引と同等の条件であることを確認し、取締役会において当該取引

について相当との判断を行いました。 

 

１４．主要な借入先と借入額 

該当事項はありません。 
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Ⅱ．会社の株式に関する事項 

１．発行可能株式総数        10,000株 

２．発行済株式の総数          6,080株 

３．期末株主数              1名 

 ４．株 主 

 

 

 

 ５．その他株式に関する重要な事項  該当事項はありません。 

 

Ⅲ．会社役員に関する事項 

１． 役員の地位、氏名、担当、兼職の状況    （２０２５年３月３１日現在） 

地  位 氏  名 担    当 
他の法人の代表または 

重要な兼職の状況 

代表取締役社長 有 吉 伸 人 全体統括 ＣＲＯ  
㈱ＮＨＫプロモーション 

代表取締役社長 

常務取締役 松  本  俊  博 
ＣＤＸＯ イノベーション戦略統括 

建築管理（建設業経営管理業務責任者） 

 

常務取締役 佐 藤 高  彰 ＮＨＫ取引統括 ＳＤＧｓ統括 

 

取締役 水 野 直 樹 
経営企画統括、ＣＨＲＯ 

ＮＨＫグループ支援 

 

取締役 木 村   功 
地域統括 海外戦略統括 

ＮＨＫ取引統括補佐 

 

取締役 柴 田 裕 司 一般取引統括 
 

監査役  行 成 博 巳  
 

監査役（社外） 海 野 正 一  
㈱ＮＨＫ文化センター 

監査役（非常勤） 

監査役（社外） 大 月 将 幸  
弁護士・公認会計士 

監査役 

（非常勤） 
高 橋 正 美  

㈱ＮＨＫメディアホール 

ディングス監査役（非常勤） 

 

株 主 名 持 株 数 持株比率 

株式会社ＮＨＫメディアホールディングス   6,080株 100％ 
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注 1：2024 年 6 月 25 日付で、木村功、柴田裕司が取締役に就任しました。同日付で岩堀政則、諏訪雄一

が取締役を退任しました。 

注 2：監査役 行成博巳は、内部統制とリスクマネジメントに関する知見を有し、放送事業に高い見識を

持っています。 監査役（社外）大月将幸は、弁護士・公認会計士の資格を有し、法務、財務および会計

に関する相当程度の知見を有しています。 監査役（社外）海野正一は、内部統制に関する知見を有し、

企業経営に高い見識を持っています。 非常勤監査役 高橋正美は、当社の親会社である（株）ＮＨＫメ

ディアホールディングスの非常勤監査役を兼任しており、幅広い視点から的確な監査を行っています。 

 

２．取締役・監査役の報酬総額 

 

役員区分 報酬の総額 

（千円） 

報酬等の種類別の総額 対象役員数 

定額部分 変動部分 

取締役  

（社外役員を除く） 
99,981千円 79,392千円 20,589千円 8人 

監査役  

（社外役員を除く） 
18,960千円 18,960千円     － 2人 

社外役員 14,835千円 14,835千円 － 2人 

※ 使用人兼務取締役の使用人給与部分を含みます。 

 

３．社外役員に関する事項  

社外監査役  

社外監査役のうち、大月将幸監査役は当年度に８回開催された取締役会に８回出席、６回

開催された監査役会に６回出席し、当社の業務執行における適正性確保の観点から提言をし

ています。  

海野正一監査役は当年度中に８回開催された取締役会に８回出席、６回開催された監査役

会に６回出席し、当社の業務執行における適正性確保の観点から提言をしています。  
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Ⅳ．会計監査人の状況 

１．会計監査人の名称 

ＥＹ新日本有限責任監査法人 

 

２．会計監査人の報酬等 

公認会計士法第２条第１項の業務に関する報酬   ２９,８００千円 

注１：当社の監査役会は、前事業年度における監査計画と実績の比較を行い、監査時間および報酬額の

推移を確認し、当事業年度の監査予定時間および報酬額の妥当性を検討した結果、会計監査人の報酬に

ついて、会社法第３９９条第１項および第２項の規定による同意を行っています。 

 

３．会計監査人の非監査業務の内容 

該当事項はありません。 

 

４．会計監査人の解任または不再任の決定の方針 

会社法第３４０条第１項各号に掲げられている事由およびこれに準ずる事由等を会計監

査人の解任または不再任の決定根拠としています。 

 

５．会計監査人の責任限定契約の内容 

該当事項はありません。 

 

 

備考：報告中の記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示してあります。 
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Ⅴ．業務の適正を確保するための体制および運用状況 

１．業務の適正を確保するための体制 

当社は、会社法第３６２条第４項第６号の規定や会社法施行規則の規定に従い、当社の業

務の適正を確保するための体制（内部統制システム）について、以下のとおり、取締役会で

決議しています。 

 

業務の適正を確保するための体制の整備に関する決議（2023 年 8 月 29 日 取締役会決議） 

（１）取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための

体制 

①当社は取締役、社員を含めた行動規範として、「ＮＨＫエンタープライズ倫理・行動憲

章」と「行動指針」を定め、これらの遵守を図っている。取締役、社員のコンプライア

ンスの徹底を図るため、「コンプライアンス相談・通報規程」「相談・通報窓口」などを

社内に効果的に周知し、適宜、法令等の遵守状況をモニタリングしている。また、「イン

サイダー取引防止規程」を定め、取締役、社員等によるインサイダー取引の禁止を規定

している。 

②取締役会については、「取締役会規則」に基づき、適切な運営を確保し、定例で開催す

るほか、必要に応じて随時開催し、取締役間の意思疎通を図るとともに、相互に業務執

行を監督し、法令・定款違反行為を未然に防止する。万一、取締役が他の取締役の法令・

定款違反行為を発見した場合は直ちに監査役および取締役会に報告するなどして、その

徹底を図る。 

③同様に、社長、常勤取締役等で構成する常勤役員会については「役員規程」、または

「執行役員規程」を遵守し、職務執行の法令・定款への適合を確保する。また、監査役

は、取締役の職務執行、経営機能に対する監督強化を図る。 

④コンプライアンスに関する研修や、社内報等による啓発、社員総会を通じて、全社的

な法令遵守の推進を図るとともに、「稟議規程」「職務権限規程」「経理規程」等により、

取締役および社員の職務執行の透明性を向上させる。 

 

（２）取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制 

①「文書管理規程」の整備によって、職務の執行に係る文書・情報の扱いを明文化し、

取締役の職務の執行に係る文書・情報の適切な保存および管理を図る。 

②「株主総会議事録」「取締役会議事録」「常勤役員会議事録」については、「文書管理規
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程」に基づいて適切かつ確実に保存・保管し、取締役および監査役が常に閲覧可能な状

態に置く。 

③情報セキュリティの確保に関する規程を設け、情報システムの安全かつ適正な管理・

運営を行う。 

④個人情報については、法令および「個人情報保護規程」に基づいて厳重に管理する。 

 

（３）損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

①「リスクマネジメント委員会運営に関する規程」を定め、社長を委員長とする「リス

クマネジメント委員会」を設置し、「ＮＨＫグループ コンプライアンスおよびリスクマ

ネジメントに関する規程」に則り、全社的にリスク管理体制の整備・運用にあたる。 

②投資的リスク、下請法等法令違反につながるリスク、不正アクセスや情報漏洩等、情

報セキュリティに関するリスクに対して、信用調査や対応マニュアルの整備等を通じて

対策を図る。また、公共放送グループの一員として、金銭、情報等の取り扱いについて

は特に厳正を期す。 

③親会社であるＮＨＫメディアホールディングスの内部監査室による監査を受け、必要

な改善を行う。また業務点検担当者を置き、業務活動の遂行状況を点検・評価するとと

もに改善提案等を行う。 

④危機管理と予防的管理についての体制を充実させ、研修等を含め、損失の危険の管理

について全社的な認識向上を図る。 

 

（４）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

①職務分掌に関する諸規程を定め、取締役および各部門の所管と権限を明確にし、経営

に関する意思決定および職務執行を効率的かつ適正に行う。 

②重要な意思決定については、常勤取締役等による役員会などにより多面的に検討し、

慎重に決定する仕組みを設けている。 

 

（５）当社ならびにＮＨＫグループにおける業務の適正を確保するための体制 

①ＮＨＫは、子会社等の事業が適切に行われることを目的として、「関連団体運営基準」

により、子会社等の事業運営およびこれに対するＮＨＫの指導・監督等に関する基本的

事項を定めており、当社もその適用を受ける。 

②ＮＨＫは、「関連団体運営基準」に規定する事項およびＮＨＫが指定する事項につい

て、監査法人等に委嘱して子会社等の業務運営状況調査を実施し、監査法人等の報告に
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基づき、子会社等に対し必要な指導・監督を行っており、当社もその適用を受ける。 

③ＮＨＫの監査委員会が当社に対し事業の報告を求め、または業務および財産の状況を

調査する場合には、適切な対応を行う。 

④ＮＨＫの「リスクマネジメント規程」に基づき、リスクの発生防止に係る管理体制を

整備し、ＮＨＫおよびＮＨＫグループの業務の円滑な運営の確保を図る。 

⑤「ＮＨＫグループ コンプライアンスおよびリスクマネジメントに関する規程」法令

違反・内部規程違反等の不正行為等についての通報制度を整備するとともに、ＮＨＫグ

ループに係るリスクについては、リスクマネジメント責任者は直ちにＮＨＫの総合リス

ク管理組織に対して通報の内容等を報告する。 

 

（６） 監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項および当該使用人の取締役からの 

独立性に関する事項 

①監査役からの求めがあった場合には、監査役の職務を補助すべき使用人として、当社

社員から監査役補助者を任命する。監査役補助者の任命、解任、人事異動、賃金等につ

いては監査役の同意を得たうえで、取締役会で決定する。 

②監査役補助者は、当社業務を兼務することができるが、監査役より監査業務に必要な

命令を受けた場合は、その命令に関して、取締役等の指揮命令を受けないものとする。 

③監査役の職務を補助する部署を人事・総務部および経理部とする。監査役より監査業

務に必要な命令を受けた社員は、その命令に関して取締役等の指揮命令を受けないもの

とする。 

 

（７）監査役への報告に関する体制 

①取締役または使用人は、法定の事項に加え、当社に重大な影響を及ぼす事項やコンプ

ライアンス違反等の事実が生じた場合には、速やかに監査役に報告するものとする。 

②監査役は、いつでも必要に応じて、取締役および使用人に対して報告を求めることが

できる。 

③当社は、監査役に報告をした者に対して、その報告を行ったことを理由として不利益

な扱いを行うことを禁止し、これを徹底する。 

 

（８）その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

①監査役は、重要な会議に出席するとともに、議事録が作成された場合は、その事務局

はこれを監査役に送付する。 
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②監査役は、親会社であるＮＨＫメディアホールディングスによる監査の結果とその改

善状況について報告を受け、定期的な情報交換を行う。 

③監査役の職務の執行について生じる費用等を支弁するため、一定の予算を設ける。監

査役がその職務の執行につき、費用の前払い等を請求したときは、係る費用または債務

が当該監査役の職務の執行に必要でないことを証明した場合を除き、速やかに当該費用

または債務を処理する。 

 

２．業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要 

当社の取締役会は、取締役６名で構成されていて、社外監査役２名を含む４名の監査役も

出席し、業務執行取締役から業務執行状況の報告が行われるとともに重要事項の審議・決議

を行っています。 

また、常勤監査役は、取締役会のほか常勤役員会等の社内の重要会議に出席するとともに、

取締役から業務執行の状況について直接聴取を行い、業務執行の状況や内部統制、コンプラ

イアンスに関する問題点を監視する体制を整備していて、経営監視機能の強化および向上を

図っています。 

コンプライアンスに関する取り組みの状況では、社長を委員長とする「リスクマネジメン

ト委員会」を開催し、コンプライアンスやリスクマネジメントに関する報告や決定が行われ

ています。また、全役員、社員等を対象とした研修活動も定期的に実施してコンプライアン

スの徹底を図っています。 

親会社であるＮＨＫメディアホールディングスの内部監査室による監査を受け、必要に応

じて改善を図っています。また業務点検担当者を置き、業務活動の遂行状況を点検・評価す

るとともに改善提案等を行なっています。 

 

３．業務の適正を確保するための体制の評価 

全社的な内部統制について、ＮＨＫメディアホールディングス内部監査室が「統制環境」

「リスクの評価と対応」「統制活動」「情報と伝達」「モニタリング」「ＩＴへの対応」という

６つの観点から、整備状況および運用状況の有効性を評価しました。 

また、業務上重要なリスクを抽出した上で、必要な対応が実施されていることを評価しま

した。 

 評価の結果、２０２５年３月３１日時点における当社の内部統制は、概ね有効であると判

断しました。 
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